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●スポーツフェス2016　さまざまなスポーツを楽しめます。 10月10日（祝）開会式9時45分〜、15時まで　場松山下公園

　新緑がまぶしい日差しの下、松山下公園陸上競技場で印西アスレチックスが
開催されました。
本大会は、市体育協会が主催となり小学生以上を対象に毎年開催されている記
録会で、初夏の風物詩になっています。
　当日は市内外から800人を超える選手が参加し、110mハードル走をはじめ
中長距離走や棒高跳び走り幅跳びなど、フィールドの内外で、真剣勝負が繰り
広げられました。

　毎月1日、皆さんと触れ合うミニイベントとして市内をおさんぽしているの
を知っていますか？
　各イベント会場で出会うことが多いいんザイ君ですが、おさんぽ中は、より
気軽に接することができるチャンスです。
　5月1日は「千葉県立北総花の丘公園」（原山）におさんぽに出かけたいんザイ
君は、初夏の日差しが降り注ぐなか、遠足に来ていた地元の小学生と一緒に遊
んだり写真をとったりして楽しんでいました。

　応援席には各チームの
横断幕やのぼり旗が溢
れ、保護者や仲間からの
「頑張れ」「最後まであき
らめるな」など力強い声
援がフィールドの選手を
後押ししていました。
　日中、風が強く吹く中、
選手たちは日ごろの練習
成果を大いに発揮してい
ました。

　市ホームページ
「いんザイ君の部屋」
ではおでかけ情報な
どを掲載していま
す。ぜひ遊びにきて
くだサイ
（1日が休日のときは
お休みです） おさんぽいんザイ君の様子をツイッターで発信中ラストスパートは自分との戦い

市のマスコットキャラクター「いんザイ君」
「千葉県立北総花の丘公園」（原山）におさんぽ

問中央保健センター
　（☎42-5595）

　いくつかの芝生広場をつなぐ階段を上りきったその先に展望ステージがあります。
　展望ステージからは、ゆうゆうと流れる利根川を望むことができます。
　木下・大森の街並みに残る小高い丘の上にある木下交流の杜広場は、さわやかな風に吹かれながら、
1人の時間をまったり過ごしたり、家族や仲間と休日を楽しむのにお勧めのスポットです。

木下交流の杜広場（木下1493-28）

　保健センターでは、妊娠中の人とその家族むけに出産や育児について学べる「プレママクラス」を開催し
ています。今回、私がお邪魔したのはプレママクラスの「プレ育児編」です。近年は、出産や育児に積極的
に関わろうとするイクメンが増えているようで、女性にとってはありがたいことですね。
　この日は、出産を数か月後に控えた13組のご夫婦が参加。助産師さんによるお産
の経過についての講話、昨年出産した先輩パパママの体験談を聞いたあとは、いよい
よ実習です。
　まずは、妊婦疑似体験。お腹にずっしりと重りをつけると妊娠8か月の「妊夫」さん
が出来上がりました。「苦しいんですね。歩く時も足元が見えないし」パパたちもママ
の大変さわかっていただけましたか？続いて、赤ちゃんの沐浴、授乳、おむつ替え、
あやし方を赤ちゃん人形を使って実習します。大きな手で、やさしく、そしてちょっ
とぎこちなく慎重にお風呂に入れるパパ。その様子を笑顔で見つめるママ。お腹で赤
ちゃんを育んでいる女性と違い、男性は父
親になる実感を持ちにくいと言われます。
プレママクラスに参加するなど、生まれて
くる赤ちゃんを夫婦が協力して迎えようと
する姿は、微笑ましく、取材している私ま
で温かい気持ちになった一日でした。

イクメンパパを応援します
保健センター「プレママクラス」

おふろはパパの担当

広報レポーター
塩田�幸子（浦部）

自分への挑戦！
印西アスレチックス
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